






































































































































































































































































































回数 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回
枚数 ２枚 ４枚 ６枚 ８枚 10枚 12枚 14枚 16枚 18枚 20枚
重さ
（ｇ）0.94 1.88 2.75 3.71 4.66 5.95 7.04 8.09 9.22 10.04
厚さ















































































































































































































































　③金槌 ④木工用ボンド ⑤のこぎり ⑥紙やすり
　　
　










時間 ５秒 10 秒 15 秒 20 秒
混ざり方









































































行った。図画工作では、1 学年を 4 クラスに分け
授業を行っていたため、1 回の受講生は毎年 35



































































































































では、この講座を選択した受講生 20 名～ 80 名（年
によって違う）に対して 45 分～ 50 分で手作りは
がきの授業を行った。人数が多い場合はミキサー
８台、アイロン８台で行い時間内に実践すること
ができた。そして、オープンキャンパスのアンケー
トの自由記述欄には、このはがき製作が楽しかっ
たと特記されたものが毎回複数見られた。
　これらの経験から人数に対するミキサーとアイ
ロン、バットの数は、多いに越したことはないが
概ね 10 人に１台で支障なく進められることがわ
かった。
　今回は基本的なはがきの製作を中心に行った
が、色分けをしたり、装飾をしたりとはがき作
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品の制作を含めたものも今後は行っていきたい。
また、アンケート等も実施して学生の意識調査を
したり授業の事例研究等も行っていきたいが、今
回は教材開発を中心として授業内容は概要のみと
した。
11．最 後 に
　日本伝統工芸の手漉き和紙の体験活動が特別な
準備を必要とせず、身近な物や場所でできる教材
の開発を目指し、短大の授業を中心にして実践、
改良を行ってきた。そして今回ある程度確立した
教材として、手漉き道具づくりから手漉きはがき
づくりまでこれまでにない製作工程を示すことが
できた。
　また、授業やオープンキャンパス等で実践する
ことにより、教材として実際に実践が可能である
ことも確認でき、学生の言動から教材としての魅
力も高いことが推測される。このようなことから
教材としての可能性を見出すことができた。
　授業については概要のみとなったが、今後はさ
らに学生の意識調査、そして指導方法について高
校や中学校、小学校、幼稚園、保育園を含めて探
究していき、それぞれの年齢に合わせた活動方法
を考えていくことが課題である。
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